
依頼試験仕様書　兼　見積依頼書別紙１

見積依頼　実施可否確認
	お客様情報
（申込書と
同一の項目は
記入不要）
	会社名*
	


	
	所在地*
	〒


	
	お名前
	
	電話番号
	

	
	Email
	

	試験情報
	IP等級
	IPXX


	
	参照規格
	JIS C 60529　　IEC60529　　その他「」

	
	試験条件
詳細
	

	
	試験姿勢
	図面に記載　　その他「」

	
	希望
実施期日
	
	当日立会いの有無
	有り　　無し

	
	結果速報
希望の有無
	有り　　無し
（当日立会いを希望
しない場合のみ記入）
	成績書
希望納期
	

	試験品情報
	試験品名*
	

	
	型式*
	

	
	製造者名*
	

	
	図面
	外形寸法、防護構造（パッキンやOリングの封入位置など）
は添付の通り
（上記の情報が読み取れる資料を添付してください。
貴社名、試験品名、型式を資料内にご記載下さい）

	
	台数
	 各試験用に1台用意
　 (ＩＰ５Ⅹ用：1台、ＩＰＸ４用：1台)
 1台のみ
 その他（台）

	
	寸法[mm]
	W:
	
	H:
	
	D:
	
	重量[kg]
	

	
	表面積
	[]  （防水試験の場合のみ記入、概算で結構です）

	
	内容積
	[L]（防じん試験の場合のみ記入、概算で結構です）

	
	内部機器の有無
	有り　　無し
	防塵試験の
カテゴリー
	カテゴリー1
カテゴリー2

	
	減圧継手の接続場所
	図面に記載　　その他「」
（防じん試験で減圧が必要な場合のみ記入）

	その他の
希望事項及び連絡事項
	


（注）*の付く項目は、試験成績書に記載されますので正確にご記入下さい。英文の試験成績書を希望される場合は英名もご記入ください。

〈試験期間について〉
・粉じん試験は試験時間が8時間となります。試験品の取出し及び内部確認は粉じん試験実施日の翌日となり、試験日数は2日間となります。

・防水試験の試験日数は試験回数が1~4回程度であれば、半日程度となります（試験品の大きさ、分解にかかる時間により変動します）。

・防水試験と防じん試験を1台の試験品で行う場合には、先に防水試験を実施させていただきます。試験品の隙間などに残る水を蒸発させるために、防水試験終了後の翌日以降に粉じん試験の実施をさせていただきます。このため試験日数は1日目：防水試験、2日目：粉じん試験実施、3日目：粉じん試験取り出し　と3日間となります。

・防水試験用に試験品を1台、粉じん試験用に試験品を1台、計2台の試験品をご用意いただく場合には、粉じん試験と防水試験を並行して行うため、試験日数は1日目：防水試験・粉じん試験実施、2日目：粉じん試験取り出し　と2日間となります。

〈試験品について〉
・試験品に内部機器を入れずに試験を行う場合には、試験前までに浸水や粉じんの侵入により機能に影響を受ける試験品内部の範囲を、図面や写真にてご提示ください。

・防水性能や防じん性能を高める目的で、試験品のパッキンや継ぎ目などにグリスを塗布することは基本的にはお控え下さい。グリスは塗布量が経年的に減少していくために、弊社では試験品の防護構造に含めません。グリスを試験品に塗布される場合には、防護構造図にグリスの塗布範囲をご記載下さい。

・試験品は遅くとも試験実施日の前日までには弊社着となるようお送りください。

〈成績書について〉
・試験実施証明書は試験成績書よりも記載項目の少ない、簡易的な文書となります。成績書サンプル、証明書サンプルの確認をご希望の場合にはご連絡いただければと存じます。

・試験品型式は実際に試験を行う試験品の型式のみを記載してください。試験品が１台のみの場合には、成績書の試験品型式の欄に「○○シリーズ」、「AAA, BBB」の様に複数の型式が含まれるような記載をすることは出来ません。

・試験成績書は通常の場合は試験終了後10営業日程度で弊社より発送いたしますが、やむを得ない事情により発送が遅れることもございます。試験成績書が必要となる期日が予めお決まりである場合には試験申込時にご連絡下さい。

・副本は正本と記載内容が同一のものとなります。取引先の方などに成績書を提出する場合などにご利用ください。なお、副本の発行を行う場合には、副本発行料金が試験費用に加算されます。

〈その他〉
・お預かりした試験品を弊社より返送する際には、基本的には着払いとして申込書記載の住所、宛名へ返送差し上げます。試験品の返送を発払いとして返送費用を試験料金に組み込む場合や、発送先として申込書に記載の住所以外をご指定いただく場合には、ご連絡願います。

・リモート試験の実施をご希望の場合、及びISO17025認定マーク付きの成績書の発行をご希望の場合には、試験申込前にご連絡下さい。
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別紙２


試験品の処分方法
試　験　品　名　　　　	
試験申込社名　　　　　	
同　担当者名及び連絡先　　　	
（申込書の連絡担当者と同じ場合は不要）

処分方法（どちらかを選んでください。）



	



（以下は製品安全評価センターで記入します。）
試験品の受付番号　　試験番号第　　　　　号
処分又は処分委託年月日　　　年　　月　　日
処分方法及び特記事項


処分した担当者の所属及び氏名　　	


image2.wmf
処分方法を下記の通り指定します。
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試験品については所有権を放棄し、処分方法は貴センターに一任します。


